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1. はじめに 

真夏の屋外環境下では,自動車の内装部品の温

度は 90℃近くの高温になり(1),乗員に不快感を

与える.近年,電気自動車の普及が加速してお

り,走行中の空調システムによるエネルギー消

費が課題となっている. 

この課題に対し,バイオミメティクスによる

解決を試みた.生物が有する,限られたエネル

ギーおよび物質資源を効率的に用いて環境へ

適応する機構は,現代社会が直面する環境問題

に対する新たな解決策として応用可能性を有

する.本件では自動車内装の表皮(ファブリッ

ク)に生物の構造模倣を適用し,太陽光による

温度上昇を抑止する製品を開発した. 

 

2. 実験方法 

開発に際し,サハラ砂漠に生息するアリであ

るシルバーアントの体毛構造に着目した.シル

バーアントは背面に生えた体毛により,体温上

昇を抑制している.その体毛構造は,1 辺が約 2

μｍの△断面を持つ体毛を密集させ,かつ表面

が微細な凹凸構造になっている.これにより,

拡散反射を促進する可能性がある(2)(図１). 
 

 

 

 

 

 

 

 

 表皮試作では,表面の微細な凹凸を化学繊維

で再現することが困難であったため,三角形の

断面形状とサイズの 2点を再現した場合に,遮

熱効果が得られるかを検証した.透過型照明シ

ミュレーション CADを用いて繊維断面のサイ

ズと断面形状(円形と三角形)の違いによる効

果を,透過比(%)を比較し検証した. 

次に,アリの体毛を模した数μmオーダーの

三角断面の繊維を用いて織物を試作し,自動車

部品を想定してポリプロピレン樹脂板に表皮

を貼り合わせた.樹脂板に熱電対を設置し,上

部から真夏の太陽光相当の 1000w/㎡の光をレ

フランプで照射した.昇温が一定になるまで 20

分間,経時的に測定し,既存表皮と比較するこ

とで,開発品の遮熱効果を確認した(3). 

 

3. 結果 

シミュレーションの結果,表面に凹凸がなく

ても,繊維断面のサイズが小さいほど,透過比

が低くなり,さらに断面形状が円形よりも三角

形状の方が,透過を抑えられる傾向があること

が確認できた. 

また,太陽光相当の光を照射した遮熱効果の

検証においては,既存表皮と比較し,温度上昇

を抑えることができた.昇温が安定し,一定の

温度になる20分後の温度差は約20℃となった. 

 

4. 考察 

 生物をヒントに製品として再現可能な特徴

のみを再現することで,遮熱機能を引き出すこ

とができた.実車想定での効果についても検証

中だが,手段や熱の出入りの検証に難航してお

り,継続して取り組みたい.また自動車内装材

に限定せず,自動車以外の製品分野への展開の

可能性についても追及していきたい. 
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